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　道路分野では道路整備、道路維持管理、地域交通対策、交通安全対策の４つ
の柱を軸として、河川分野では河川整備、河川維持管理の２つの柱を軸とし
て、限られた財源の中でより効果が発現されるよう選択と集中を図り、効率
的に事業を行ってまいります。

　市民生活と経済活動を支える、効率的で効果的な道路ネットワーク等を実現
するため、次の３つの道路整備を進めます。

首都圏の主要都市を連絡する広域的な交通体系【高速道路】

都心まで30分の交通体系【幹線道路】

最寄り駅まで15分の交通体系【地区幹線道路】

○高速道路の整備等
　横浜環状道路は、関連街路を含め、南線・北線の整備を進めます。北西線は、
22年度内の都市計画決定を目指して手続きを進め、早期の事業化を図ります。
また、横浜湘南道路の整備を進めます。

○都市計画道路、国道及び主要地方道等の整備［幹線道路の整備］
　環状道路では、環状３号線や環状４号線、放射道路では横浜藤沢線や横浜伊
勢原線など、重点路線の早期供用を目指し、都市計画道路の整備を進めます。
　また、国道１号（不動坂交差点）の改良など、国道及び主要地方道等の整備
も進めます。

○駅まで15分道路の整備［地区幹線道路の整備］
　「最寄り駅まで15分の交通体系」を実現する施策の一つとして、都筑区藪根
交差点付近の主要地方道横浜上麻生等の路線において、交差点改良等によるボ
トルネック解消や駅前広場、駅周辺道路等公共交通機関の利便性向上につなが
る路線などの整備を進めます。

　歩行者と車両の安全な交通を確保するため、道路を適切に維持管理します。
○道路の維持・管理
　道路の計画的な修繕を行うとともに、道路の点検をきめ細かく行い、舗装補
修を迅速に行うなど、市民の皆様の要望に的確に対応します。
　車道等の清掃やハマロード・サポーター事業、道路照明灯やエレベーター等
の保守・管理、街路樹や植樹帯の維持管理を行います。

○橋りょう等の維持・補修
　橋りょうを資産としてとらえ、計画的かつ効率的に維持管理する「アセット
マネジメント」の考え方に基づき、橋りょうの維持・補修及び長寿命化の推進
等を行うとともに、河川改修に伴う架替えを行います。
　地震に強い都市に向け、橋りょうの地震対策、トンネルの補修を行います。

平 成 22 年 度 道 路 局 事 業 に つ い て

 道路ネットワーク
          整備の体系

Ⅰ　道 路 整 備

Ⅱ　道路維持管理
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　誰もが安心して安全に利用できる交通体系の実現を推進します。
○横浜市生活交通バス路線の維持支援

○地域交通サポート事業の推進

○まちのバリアフリー化の推進

○横浜新都市交通㈱への支援　　など

○交通安全対策

○護岸改修や河川遊水地の整備など、河川の改修

○学校や公園を活用した流域貯留施設の整備

○市民の憩いの場となる水辺拠点など、河川環境の整備　など

等の浸水被害を軽減するため、水防事業に取り組みます。
○河川・水路等のしゅんせつなどの維持管理

○水防災情報の提供、親水拠点への警報装置の設置

○水辺愛護会等との協働による美化活動の推進　　など

　安全で円滑な道路交通の確保のため、路上駐車対策として、６箇所の市営
○自動車駐車場事業

さらに、交通安全運動や交通安全教育を行います。
点改良等を行います。また、あんしんカラーベルトを通学路等に整備します。

　歩行者の安全と円滑な道路交通の確保に取り組みます。

　流水・貯留機能を確保するため、河川等の維持管理を行います。また、洪水

　台風や集中豪雨から市民の生命や財産等を守るため、河川整備を進めます。

を進めるとともに、自転車駐車場の管理運営や整備を行います。

　歩道や道路照明灯等の交通安全施設を整備・補修し、事故多発箇所では交差

地下駐車場の管理運営を行います。

　駅周辺の歩行者の通行、安全確保のため、引き続き自転車等放置防止対策
○放置自転車対策

Ⅲ　地域交通対策

Ⅳ　交通安全対策

Ⅵ　河川維持管理

Ⅴ　河 川 整 備
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＜一般会計＞

財源内訳

＜自動車駐車場事業費会計＞

財源内訳

平成22年度　道路局予算総括表

　歳　出

22年度予算 21年度予算 差引増△減 増△減率

△ 7,316,83477,767,40070,450,566

（単位：千円）

11款　道路費

６　一般財源

千円

千円

37,851,836 44,022,290

68,146,854 75,325,249

25,220,95424,910,318

科　目

千円

1項　道路維持管理費

2項　道路整備費

2,303,712 2,442,151

１　国庫支出金

16款　諸支出金

△ 9.5% 

△ 310,636

千円５　市債

４　諸収入等

15,585,000

３　使用料及び手数料

12,602,157

6,945,595

3,498,604

２　県支出金

　歳　出

△ 138,439

△ 9.4% 

差引増△減 増△減率

△ 1.2% 

△ 14.0% 

△ 5.7% 

△ 6,170,454

△ 7,178,395

合　計 70,450,566

406,626

1款　自動車駐車場事業費 1,272,908

22年度予算 21年度予算科　目

1項　運営費

1,261,639

１　国庫支出金

２　使用料及び手数料

1,261,639

1,0003項　予備費

2項　公債費 854,013

418,604

853,304 △ 0.1% 

11,269

11,269

－

11,978

３　諸収入等

４　一般会計繰入金

合　計

400,228

2,601

853,304

△ 11.5% 

16,775 千円

千円

△ 709

1,000 －

0.9% 

0.9% 

2.9% 

△ 697,305

千円

1,272,908 千円

千円

千円

（単位：千円）

1,272,908

30,510,573 千円

千円

3項　河川費 5,384,700 6,082,005

1,308,637
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［参考］道路局におけるＡＰＥＣ関連事業

1 ＡＰＥＣ交通安全
             対策事業

2 ＡＰＥＣ開催に伴う
       放置自転車対策

3 ＡＰＥＣ放置自転車等
             対策事業

4 ＡＰＥＣ自主警戒
          （河川対策）

23ページ「1 河川・水路等
の維持管理事業」に含む

20ページ「2 自転車駐車場
施設の整備等」に含む

20ページ「1 自転車等放置
防止」に含む

事業名

25,119千円

15,000千円

19ページ「1 交通安全施設
等の整備」に含む

「事業概要」での記載箇所

放置防止監視員の配置等
（緊急雇用創出事業）

撤去した放置自転車の保
管場所の整備

予算額

39,434千円
中央分離帯や車止め等の
交通安全施設の整備

事業内容

13,000千円

92,553千円計

水域規制のための河口へ
のフロート設置
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⑤「チーム道路」で推進します！
「チーム道路」として目標達成に向け、職員一人ひとりが目標や課題を共有し、コミュニケーションを図りながら、
仕事の中で喜びと充実感をもてる、明るく元気な職場づくりを行います。

将来にわたって、横浜が元気で、市民が安全で安心して生活
できるまちを目指して、「チーム道路」で取り組みます！

１

目標達成に向けた施策・運営

①国際化と経済の活性化に向け、活力ある豊かなまちへ！
・人やモノの移動、国際都市横浜における多様な交流・連携を支え、市民生活の利便性の向上や、経済の
活性化を目指し、道路や河川などの都市基盤を充実させます。

②市民の暮らしの充実を図り、ぬくもりのある安全・安心なまちへ！
・市民の安全で安心な暮らしの充実を図るため、交通事故や災害、さらには地域交通などの課題の解決に
向けて取り組みます。また、ぬくもりのある行政サービスの充実を目指し、市民目線・現場目線で道
路・河川施設の適切な維持管理を行います。

③道路・河川における環境対策を進め、地球にやさしいまちへ！
・地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出削減など、環境対策は喫緊の課題です。道路局においても、
「横浜市脱温暖化行動方針」(CO-DO30)等に基づき、道路や河川整備において、環境対策への取組を推
進します。

④今ある施設をかしこく使うまちへ！
・管理施設の老朽化が進むため、今後、維持管理、保全及び更新のための費用が増大することが予想され
ています。このため、維持保全を効率的かつ適正に行うなど、既存ストックの有効活用を進めます。

⑤現場目線で、市民とともに喜びを実感し、共有できる職場づくり！
・道路・河川の整備は、完成までに長い年月を必要とするため、道路局には、困難に負けず粘り強く着実
に事業に取り組むスピリッツ（魂）が息づいています。この道路局の「魂」を継承しつつ、道路局職員
が誇りを持って仕事に取り組み、市民とともに、喜びを実感し共有できる職場づくりを進めます。

目標達成に向けた姿勢

②市民との協働と共創
市民と行政が、お互いに協力し合

い、地域や社会の課題に協働で

取り組み、解決します。

③市民ニーズ
市民目線で、市民が必要とする整

備を行うため、道路に関する市民

意識調査を行うとともに、市民要望、

土木事務所での陳情などに適切に

対応します。

①積極的な情報提供
道路局の事業をより多くの市民の

みなさまに関心とご理解をしてい

ただくため、引き続き積極的な情

報提供・情報発信を行います。

④選択と集中
限られた予算で、効果的に事業
を進めるため、事業の重要性や
緊急性、整備効果などを総合
的に勘案し、「選択と集中」によ
り事業を進めます。

平成２２年度

横浜市道路局運営方針

ﾊﾏﾛｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾀｰによる道路の美化活動道路ふれあいﾌｪｽﾀ

迅速な要望対応



＜道路ネットワークの形成等＞
【主な事業・取組】 【指標】

①－１ 高速道路(横浜環状道路)の整備⇒ 北線:本線トンネル工事の推進

南線:用地取得の推進、北西線:都市計画決定

①－２ 幹線道路の整備 ⇒ ３路線３地区 1.6㎞完成

①－３ 駅まで15分道路整備 ⇒ 1.5km完成

【その他の取組】
都市計画道路網の見直し／鉄道と道路の立体交差事業／直轄国道事業／総合的な治水対策

２

①国際化と経済の活性化に向け、活力ある豊かなまちへ！

＜安全で快適な歩行空間整備、地域交通サービス、防災対策、維持管理等＞
【主な事業・取組】 【指標】

②－１ バリアフリー歩行空間整備 ⇒ バリアフリー化整備延長：2.9㎞完成

②－２ あんしんカラーベルト事業 ⇒ 36㎞完成

②－３ 交通安全啓発 ⇒ 交通事故件数：前年比５%減

②－４ 地域交通サポート事業 ⇒ 新たな実証運行の実施

②－５ 流域対策 ⇒ 雨水貯留施設整備：２箇所

②－６ 日常の維持管理 ⇒ 道路・河川パトロールの計画的実施

【その他の取組】
街路樹管理／踏切安全対策／自転車駐車場整備／放置自転車対策／自転車道整備／河川の改修／

生活交通バス路線の適切な維持／電線類の地中化／効率的な維持補修／道路台帳整備／路線の認定・廃止

②市民の暮らしの充実を図り、ぬくもりのある安全・安心なまちへ！

①－１ 高速道路の整備
横浜環状北線(新横浜立坑：港北区）

①－２ 幹線道路の整備
山下長津田線(鴨居地区：緑区)

①－３ 駅まで15分道路の整備
県道阿久和鎌倉の交差点改良（和泉町地区：泉区）

②－４ 地域交通ｻﾎﾟｰﾄ事業
新たな路線型乗合ﾀｸｼｰ(こすずめ号：大船駅)

②－５ 流域対策
東中田小学校(地下式貯留：泉区)

②－１ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ歩行空間整備
歩道のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化(関内駅周辺地区：中区)

②－２ あんしんｶﾗｰﾍﾞﾙﾄ事業
路側帯のｶﾗｰ舗装化(港南区)



＜既存施設等の有効活用＞
【主な事業・取組】 【指標】

④－１ 計画的な施設管理 ⇒ ３橋の補修事業の完了

④－２ 施設の有効活用・財源確保 ⇒ 9,000万円の収入確保

【その他の取組】
歩道橋補修／舗装修繕計画策定／品質確保とコスト縮減

３

④今ある施設をかしこく使うまちへ！

＜地球温暖化対策の推進＞
【主な事業・取組】 【指標】

③－１ 道路の温暖化対策 ⇒ 幹線道路の整備：1.6km完成（渋滞解消により、自
動車の走行速度が向上し、CO2排出量を削減）(再掲)など

③－２ 水と緑のネットワーク ⇒ 河川環境整備：４河川

【その他の取組】
安全で快適な歩行空間整備(再掲)、地域交通サービスの充実(再掲)、道路照明の省エネ化

③道路・河川における環境対策を進め地球にやさしいまちへ！

【主な事業・取組】 【指標】

⑤－１ 積極的な情報提供 ⇒ 事業説明会の実施(適宜)

⑤－２ ハマロードサポーター／ ⇒ 活動の充実

水辺愛護会

⑤－３ 市民満足度の向上への取組 ⇒ 迅速かつ適切な要望対応

⑤－４ ワークライフバランスの推進⇒ 休暇取得率の向上と定時退庁日の実践

【その他の取組】
市民ニーズの把握／組織目標や課題の共有化／人材育成／区と局との連携強化

⑤現場目線で、市民 共有できる職場づくり！
とともに喜びを実感し、

④－２ 施設の有効活用・財源確保
道路施設のﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ(ﾍﾞｲｸｫｰﾀｰｳｫｰｸ：横浜駅)

④－１ 計画的な施設管理
歩道橋補修(歩道橋の点検)

④－１ 計画的な施設管理
橋梁補修(跨道橋のｺﾝｸﾘｰﾄ剥離対策)

③－２ 水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸ
河川環境整備(和泉川：泉区)

CO2排出量と速度の関係

自動車の走行速度の向上と

ともにCO2排出量は減少

排出量(g-CO2/km)

速度
(km/h)

渋滞解消によるCO2削減量：385ｔ-CO2/年
(森林換算で約36.3haの吸収量)

渋滞解消

③－１ 道路の温暖化対策
幹線道路の整備（環状４号線：栄区)



道路局運営方針に対するご意見、ご感想をお聞かせください。
〒２３１－００１７ 横浜市中区港町１－１

横浜市道路局総務課
ＴＥＬ ６７１－２７６２／FAX ６５１－６５２７

do-homepage@city.yokohama.jp

４

道路局 地球温暖化対策の推進

道路局 横浜環状道路の推進

道路局 親水拠点等への警報装置の設置

～横浜環状北線の整備～

横浜環状北線は、今年の秋頃、
いよいよトンネル掘削工事を開
始します！
外径12.3m、延長5.5kmの、大断

面・長距離トンネルとなります。

工事で使用するシールドマシン(イメージ)

近年、ゲリラ豪雨等は増加傾向にあり、他都市では、

親水拠点での死亡事故も発生しています。

そこで、市民の安全を確保するため、平成22年度は、

子供たちの利用が多く、規模が大きい親水拠点や、道

路冠水が想定される道路のアンダーパス部に、それぞ

れ７箇所警報装置を設置します。

親水拠点での警報装置

道路整備

道路空間の活用

移動手段の選択

◎道路をつなげる
◎交差点をスムーズにする
◎踏切をなくす
渋滞を減らして車がスイスイ
走れるように、道路をつくり
ます。
渋滞が減ると少ない燃料で車
が走れるので、ＣＯ２を減ら
せます。

◎照明を省エネ化する
◎道路に緑を増やす
今ある道路を上手につかったり、
設備をよりＥＣＯなものに変え
たりすることで、ＣＯ２を減ら
せます。

◎バスや電車を使いやすくする
◎自転車を使いやすくする
今ある道路を上手につかったり、
設備をよりＥＣＯなものに変え
たりすることで、ＣＯ２を減らせ
ます。




